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KAKEHASHI プロジェクト（招へいプログラム）  

（対象国：カナダ,大学生第 1陣）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、カナダより日本に関心を有するオタワ

大学・カールトン大学から学生 21名が来日し、日本の社会、歴史、文化及び外交政策

に関する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発信を目指し、平成 27年 12月 9日から

12月 15日までの 6泊 7日の日程でプログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

カナダ 21名 

オタワ大学：学生 10名、引率者 1名 

カールトン大学：学生 10名 

 

３．訪問地 

東京都、兵庫県 

 

４．日程    

12月 9日（水） 成田国際空港より入国 

12月 10日（木）来日オリエンテーション 

【日本の外交政策に関する講義】外務省北米局 

【表敬訪問】在日カナダ大使館 

東京都から兵庫県への移動 

12月 11日（金）【学校交流】 

【最先端技術】理科学研究所・計算科学研究機構 スパコン京 

ホームステイ対面式 

12月 12日（土）ホームステイ 

12月 13日（日）ホームステイ歓送会 

ワークショップ（報告会準備）、兵庫県から東京都への移動 

12月 14日（月）【最先端技術】日本科学未来館 

        【成果報告会】 

【歴史的建造物視察】浅草 

12月 15日（火）【都内視察】皇居、東京駅丸の内口 

        成田国際空港より出国 

 

 

 

 



 

2 

５．Kakehashi Project プログラム記録写真  

カナダ大学生第 1陣訪日団の記録 

  

12月 10日 来日オリエンテーション（東

京都） 

12月 10日【日本理解講義】日本外交 外

務省北米局（東京都） 

  
12月 10日 【表敬訪問】在日カナダ大使

館（東京都） 
12月 11日 神戸大学・学校交流（神戸市） 

  

12月 11日 神戸大学・学校交流（神戸市） 
12月 11日 理化学研究所・計算科学研究

機構・スパコン京（神戸市） 
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12月 12日 ホームステイ体験（神戸市） 12月 13日 ホームステイ歓送会（神戸市） 

  

12月 13日 ワークショップ（神戸市） 12 月 14 日【最先端技術】日本科学未来館

（東京都） 

  

12月 14日【成果報告会】（東京都） 12 月 14 日【歴史的建造物視察】浅草（東

京都） 
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６．参加者の感想   

 

◆ カナダ 大学生 

 滞在期間中、日本経済を支えるイノベーションの数々に感銘を受けました。大学における科学

技術研究に重きを置く様子や産業界によるそれら成果の実用化、商業化について私が見聞きし

たことを仕事仲間と共有します。スーパーコンピュータ（京）の構築を実現した政府支援は、私がさ

らなる調査研究を進めたいと思っている政策分野の一例です。 

 

◆ カナダ 大学生 

 日本社会の清潔さ、礼儀正しさ、そして秩序にとても感銘を受けました。ホームステイの時、電

車に乗って京都と大阪に行きました。その一日を通して、たくさんの人々がお互いと周りの環境を

尊重しつつ、静かに会話し、訪れる部屋や場所を来た時と同じように綺麗にして後にするのを目

の当たりにしました。これは私が体験したことのないレベルの心の有り様、お互いに対する尊重を

表しています。カナダが日本からこれらのことを学びとることを切に希望します。 

 

◆ カナダ 大学生 

 私の日本経験の中でも最も興味深かったのは、日本とカナダの生活がとても似通っているとい

うことです。私は、両文化に共通する特徴を見出しました。また、日本の交通システムに感銘を受

けました。カナダにこれに比するものはないからです。 
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７．参加者の帰国後の発信内容（報告会での）例/ 派遣国での発信内容 

 

 

Instagram発信 Twitter発信 

 

 

Facebook発信 Twitter発信 

・Each member will contribute to a shared blog 

about a particular aspect of Japanese culture, 

economy, and policy that we learned about during 

the Kakehashi trip 

・The group will produce an op-ed for Carleton 

University’s and University of Ottawa’s student 

media (ie. newspaper/radio) 

・ News articles covering Japanese-Canadian 

relations will be promoted through social media 

A shared Instragram account will be created to 

share Ottawa student’s photos 

WHY：(Reasons to do it)   

To share what we learned about Japan 

through participation in the Kakehashi 

program 

WHEN：(When will it be done?)  

Over the few months after we return to 

Canada 

WHO：(Who will do it?)  

All group members 

WHO：(To whom?)   

Social and professional networks 

アクションプラン  アクションプラン 

 


